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５．研修カリキュラムおよび運用体制の見直し 
５-１． カリキュラムの構成 

モデル研修における受講者、講師によるアンケート調査の分析結果を踏まえ、研修カリ

キュラムの見直しを行った。 

カリキュラム構成およびカリキュラム内容の 2 つの側面から、見直すべき点と改善の方

向性について検討し、作業部会における議論を経て見直し案を策定した。 

以下に主な検討事項を示す。また、見直し案を図表 66 カリキュラム見直し（案）に、

個々の項目についての検討の経緯を図表 67 モデル研修検証に基づくカリキュラム見直

しに示す。 

 

【構成に関する検討事項】 
 冒頭に、研修を開始する前の導入（オリエンテーション）として、本研修の目的

と意義、専門的知識を有する相談員の役割等について説明する。研修担当機関等

が行ってもよいこととする。（研修時間内に含めない） 

 単元ごとに内容に応じて、時間の拡大、縮小する。 

 受講者の集中力の維持や疲労に配慮し、90 分を超える場合、途中で休憩をとる、

または演習や参加型の活動の時間を設ける。 

 5.1、5.2、5.3 は全て同じ 120 分とする。 

 5.1、5.2、5.3 は演習を中心とし、講義内容は 1～4.2 の中で取り入れる。 

 
【内容に関する検討事項】 

 各単元のはじめに、その単元におけるキーワードを複数提示し、知っているかど

うかを挙手などで全体に問いかけ、受講者のレベルを把握する。 

 各単元の終わりに、講師の全体講評やコメント、質疑応答の時間を増やす。 

 制度・法令については、新しい点や業務上の留意事項を中心に解説する。 

 「こころとからだのしくみの理解」については、疾患を含む身体的変化、心理的

変化、認知症が生活機能に与える影響についても説明する。 

 「新しい（福祉用具）」とすると、未知の事項を期待されるため、「最近の･･･」と

する。内容はテキスト等で標準化を図る。 

 「5.2 ケアチームにおける福祉用具の役割」では、チェックシートを用いず、ディ

スカッションとロールプレイングを中心とする。 

 3 日目は演習の時間では、同じことの繰り返しとならないよう、事例演習だけでは

なく、ロールプレイング等も取り入れる。 

 3 日目の最後に、総合演習に関する総括や全体講評の時間を設ける。 
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図表 66 カリキュラム見直し（案） 

 大項目 小項目 内容等 形式 時間 

一
日
目 

0 オリエンテーシ

ョン 
 本研修の目的と意義 

※20 時間には含まれない 
講義 (10 分)

 

１ 福祉用具と福祉

用具専門相談員

の役割 

 専門的知識・経験を有する福祉用具専門相談員に求め

られる役割 
福祉用具の定義と種類、役割 
介護保険制度における福祉用具専門相談員の位置付け

と役割の確認 
福祉用具専門相談員の仕事内容の確認 
職業倫理 

講義 30 分 

２ 介護保険制度の

最近の動向 
 介護保険制度の仕組みと動向 

地域包括ケアの考え方と福祉用具専門相談員の関わり 
講義 50 分 

３ 高齢者の医療・介

護に関する知識 
こころとからだのし

くみの理解 
障害の理解 
発達と老化の理解 

（こころとからだのしくみ）（応用編） 
発達・老化、障害等の関わり方に関する知識 
加齢に伴う心身機能の変化の特徴 
ケアにおける新しい概念の理解 

講義 50 分 

認知症の理解 認知症の理解と対応 講義 40 分 

コミュニケーション

に関する技術 
利用者、家族、ケアチームの他職種とのコミュニケー

ションに関する具体的な知識 
講義 50 分 

 

介護技術と福祉用具 （介護技術）（応用編） 

介護技術と福祉用具に関する具体的な知識 
講義 50 分 

４ 福祉用具および

住宅改修に関す

る知識・技術 

住環境と住宅改修 住環境と福祉用具に関する経験に基づく具体的な知識 講義 90 分 
福祉用具の特徴と活

用 
福祉用具の種類、機能、構造及び利用方法 
基本的動作と日常の生活場面、高齢者の状態像・生活

スタイルに応じた福祉用具の特徴 
各福祉用具の選定・適合技術 

講義 
 

60 分 
 

最近の福祉用具の動

向・活用 
最近の福祉用具の動向・特徴・利用方法  講義 

 
30 分 

 

二
日
目 

５ 
 

業務プロセスに

関する知識、技術 
福祉用具貸与計画書

等の作成 
（計画書の意義の理解と作成、活用）（応用編） 
的確なアセスメント（利用者・環境の評価）能力 
利用者や環境の状況に応じた適切な用具選定能力 

講義 
演習 

150 分

ケアチームにおける

福祉用具専門相談員

の役割 

ケアマネジャーと円滑に連携する能力 
サービス担当者会議での発言・説明・提案能力 
医療・福祉などの多職種との連携 

講義 
演習 

150 分

業務プロセスに関す

るスキルの向上 
福祉用具に関する情報提供・生活全般についての相

談対応能力 
状況に応じた利用者・家族とのコミュニケーション能

力 
搬入・設置・搬出のきめこまかい調整能力 
利用者や環境の状況に応じた利用指導・適合調整能力 

講義 
演習 

150 分

三
日
目

６ 総合演習  学習内容を踏まえた総合演習 
一連のプロセスの実践、チェック 

演習 5 時間

 計 20 時間

※ 上記とは別に、筆記の方法による修了評価（1時間程度）を実施すること。 
※ 到達目標に示す知識・技術等の習得が十分でない場合には、必要に応じて補講等を行い、 

到達目標に達するよう努めるものとする。 
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の

特
徴

 
 

身
体

機
能

の
変

化
の

特
徴

（
か

か
り

や
す

い
疾

患
、

障
害

、
生

理
学

的
特

長
）

に
つ

い
て
確
認

 
 

心
理

機
能

の
変

化
の

特
徴

（
喪

失
体

験
、

環
境
へ
の
不
適
応
等
）
に
つ
い
て
確
認

 
 

高
齢

期
に

特
徴

的
な

疾
患

や
、

状
態

像
の

変
化

が
、

生
活

機
能

に
与

え
る

影
響

に
つ

い
て
例
示

 
 

高
齢

期
に

特
徴

的
な

疾
患

が
、

生
活

機
能

に
ど

の
よ

う
に

影
響

を
与

え
る

か
を

例
示

し
、

福
祉

用
具

専
門

相
談

員
が

、
遭

遇
す

る
可
能
性
の
高
い
場
面
を
例
示
す
る

 
 

例
）

脳
疾

患
系

、
筋

骨
格

系
、

精
神

神
経

系
（
認
知
症
、
う
つ
、
気
分
障
害
等
）
、
内

科
系

、
が

ん
、

タ
ー

ミ
ナ

ル
期

の
状

態
、

な
ど

 
 

利
用

者
の

状
態

像
の

変
化

に
応

じ
て

、
生

50
分

 

5
.2

の
内

容
を

一
部

統
合

す
る

 

分
割

・
短

縮
す

る
 



62
 

 

モ
デ

ル
研
修
前

 
見

直
し

案
 

大
項

目
 

小
項

目
 

内
容

等
 

時
間

 
小

項
目

 
内

容
等

 
時

間
 

 
認

知
症

の
症

状
、

認
知

症
高

齢
者

の
心

理
・

行
動

の
特

徴
に

対
し

て
、

住
環

境
や

福
祉

用
具

の
観

点
か

ら
ど

の
よ

う
に

ア
プ

ロ
ー

チ
し

て
い

く
の

か
に

つ
い

て
学

習
・

復
習

 

活
機

能
が

ど
う

変
化

し
て

い
く

の
か

、
に

つ
い
て
確
認

 
 


 

ケ
ア

に
お
け
る

新
し

い
概
念

の
理

解
 

 
国
際
生
活
機
能
分
類
（

IC
F）

 
 

フ
レ

イ
ル

、
サ

ル
コ

ペ
ニ

ア
、

ロ
コ

モ
テ

ィ
ブ
シ
ン
ド
ロ
ー
ム
な
ど

 


 
「

人
権

と
尊
厳

の
保

持
」
の

理
念

の
確
認

 
 

プ
ラ

イ
バ

シ
ー

保
護

、
身

体
拘

束
禁

止
、

虐
待

禁
止

、
ノ

ー
マ

ラ
イ

ゼ
ー

シ
ョ

ン
、

エ
ン

パ
ワ

メ
ン

ト
、

ク
オ

リ
テ

ィ
オ

ブ
ラ

イ
フ
（

Q
O

L）
 

認
知
症
の
理
解

 
 


 

認
知

症
の
理
解

と
対

応
 

 
認

知
症

の
疫

学
的

側
面

・
医

学
的

側
面

・
心
理
社
会
的
側
面
に
つ
い
て
確
認

 
 

認
知

症
の

症
状

、
認

知
症

高
齢

者
の

心
理

・
行

動
の

特
徴

に
対

し
て

、
住

環
境

や
福

祉
用

具
の

観
点

か
ら

ど
の

よ
う

に
ア

プ
ロ

ー
チ

し
て

い
く

の
か

に
つ

い
て

学
習

・
復
習

 
 

 

40
分

 

介
護
技
術

 


 
日

常
生

活
動
作

（
AD

L）
に

お
け

る
介
護

技
術

 
 

日
常
生
活
動
作
に
関
連
す
る
介
護
の
意
味

と
手
順
、
そ
の
際
に
用
い
る
福
祉
用
具

 


 
特

に
配

慮
を
要

す
る

場
面
に

お
け

る
介
護

技
術

 
 

特
に
配
慮
を
要
す
る
状
態
像
の
利
用
者

や
、
介
護
場
面
に
お
け
る
介
護
の
内
容
、

適
用
さ
れ
る
福
祉
用
具

 
 

適
切
な
福
祉
用
具
の
選
定
、
適
合
の
ポ
イ

ン
ト

 


 
コ

ミ
ュ

ニ
ケ
ー

シ
ョ

ン
に
関

す
る

技
術

 
 

利
用
者
・
家
族
と
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ

ン
の
重
要
性

 
 

福
祉
用
具
専
門
相
談
員
が
、
利
用
者
や
家

90
分

コ
ミ

ュ
ニ

ケ
ー

シ
ョ

ン
に

関
す

る
技
術

 


 

コ
ミ

ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ

ン
に
関

す
る

技
術

 
利
用
者
・
家
族
と
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ

ン
の
重
要
性

 
 

福
祉
用
具
専
門
相
談
員
が
、
利
用
者
や
家

族
の
主
体
性
を
尊
重
す
る
と
い
う
こ
と
の

意
味

 
 

利
用
者
や
家
族
の
置
か
れ
て
い
る
身
体
・

心
理
・
社
会
的
な
状
況
へ
の
配
慮

 
 

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
技
術
の
基
礎
と
応

用
 

 
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
に
お
い
て
留
意
す

べ
き
点

 
 

意
思
疎
通
が
困
難
な
場
合
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ

ー
シ
ョ
ン
の
実
践
例

 
 

意
志
確
認
が
難
し
い
人
の
意
思
決
定

 

50
分

 

分
割

・
短

縮
す

る
 

5
.3

 
の

内
容

の
一

部
を

統
合

す
る

 

分
割

す
る
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モ
デ

ル
研
修
前

 
見

直
し

案
 

大
項

目
 

小
項

目
 

内
容

等
 

時
間

 
小

項
目

 
内

容
等

 
時

間
 

族
の
主
体
性
を
尊
重
す
る
と
い
う
こ
と
の

意
味

 
 

利
用
者
や
家
族
の
置
か
れ
て
い
る
身
体
・

心
理
・
社
会
的
な
状
況
へ
の
配
慮

 
 

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
技
術
の
基
礎
と
応

用
 

 
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
に
お
い
て
留
意
す

べ
き
点

 
 

意
思
疎
通
が
困
難
な
場
合
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ

ー
シ
ョ
ン
の
実
践
例

 
 

意
志
確
認
が
難
し
い
人
の
意
思
決
定

 


 
支

援
に

関
す
る

新
し

い
知
見

や
動

向
と
の

関
連

性
 

介
護

技
術

と
福

祉
用
具

 


 
日

常
生

活
動
作

（
AD

L）
に

お
け

る
介
護

技
術

 
 

日
常
生
活
動
作
に
関
連
す
る
介
護
の
意
味

と
手
順
、
そ
の
際
に
用
い
る
福
祉
用
具

 


 
特

に
配

慮
を
要

す
る

場
面
に

お
け

る
介
護

技
術

 
 

特
に
配
慮
を
要
す
る
状
態
像
の
利
用
者

や
、
介
護
場
面
に
お
け
る
介
護
の
内
容
、

適
用
さ
れ
る
福
祉
用
具

 
 

適
切
な
福
祉
用
具
の
選
定
、
適
合
の
ポ
イ

ン
ト

 

50
分

 

４
 

福
祉

用
具

お
よ

び
住

宅
改

修
に

関
す

る
知

識
・
技
術

 

住
環

境
と

住
宅

改
修

 


 
高

齢
者

の
住
ま

い
方

 
 

住
宅
構
造
・
間
取
り
・
設
備
の
種
類
等
、

高
齢
者
の
住
ま
い
方
に
お
け
る
課
題

 
 

高
齢
者
の
状
態
、
ニ
ー
ズ
に
応
じ
た
望
ま

し
い
住
環
境
の
あ
り
方

 


 

住
環

境
整
備

 
 

住
環
境
整
備
、
福
祉
用
具
と
生
活
環
境
の

適
合
の
ポ
イ
ン
ト
（
ト
イ
レ
、
浴
室
、
玄

関
、
居
室
等
の
段
差
解
消
、
床
材
選
択
、

手
す
り
の
取
り
付
け
等
）

 
 

検
討
事
例
か
ら
学
ぶ
住
宅
改
修
の
ポ
イ
ン

ト
（
施
工
法
、
手
続
き
、
費
用
負
担
）

 


 

住
環

境
と
福
祉

用
具

の
関
連

に
関

す
る
知

識

 
住
環
境
、
居
住
、
住
ま
い
方
に
合
わ
せ
た

福
祉
用
具

 

60
分

 
住

環
境

と
住

宅
改
修

 


 
高

齢
者

の
住
ま

い
方

 
 

住
宅
構
造
・
間
取
り
・
設
備
の
種
類
等
、

高
齢
者
の
住
ま
い
方
に
お
け
る
課
題

 
 

高
齢
者
の
状
態
、
ニ
ー
ズ
に
応
じ
た
望
ま

し
い
住
環
境
の
あ
り
方

 


 

住
環

境
整
備

 
 

住
環
境
整
備
、
福
祉
用
具
と
生
活
環
境
の

適
合
の
ポ
イ
ン
ト
（
ト
イ
レ
、
浴
室
、
玄

関
、
居
室
等
の
段
差
解
消
、
床
材
選
択
、

手
す
り
の
取
り
付
け
等
）

 
 

検
討
事
例
か
ら
学
ぶ
住
宅
改
修
の
ポ
イ
ン

ト
（
施
工
法
、
手
続
き
、
費
用
負
担
）

 


 

住
環

境
と
福
祉

用
具

の
関
連

に
関

す
る
知

識
 

 
住
環
境
、
居
住
、
住
ま
い
方
に
合
わ
せ
た

福
祉
用
具

 
 

90
分

 

新
し

い
福

祉
用

具
の

特
徴

と
活

用
 


 

福
祉

用
具
の
種

類
、

機
能
、

構
造

及
び
利

用
方

法
 

※
起
居
、
移
乗
、
移
動
、
床
ず
れ
、
排
泄
、
入
浴
、

食
事
・
更

衣
・
整

容
、
コ

ミ
ュ

ニ
ケ

ー
シ

ョ
ン

・
社
会
参
加
関
連
用
具
及
び
そ
の
他
の
福
祉
用
具

 

12
0
分  

福
祉
用
具
の
特

徴
と
活
用

 


 
福

祉
用

具
の
種

類
、

機
能
、

構
造

及
び
利

用
方

法
 

※
起
居
、
移
乗
、
移
動
、
床
ず
れ
、
排
泄
、
入
浴
、

食
事
・
更
衣
・
整
容

、
コ

ミ
ュ

ニ
ケ

ー
シ

ョ
ン

・
社
会
参
加
関
連
用
具
及
び
そ
の
他
の
福
祉
用
具

 

60
分

 

時
間

を
短

縮
す

る
。

1
と

の
重

複
が

な
い

よ
う

留
意

す
る

。
 

時
間

を
長

く
す

る

分
割

・
短

縮
す

る
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モ
デ

ル
研
修
前

 
見

直
し

案
 

大
項

目
 

小
項

目
 

内
容

等
 

時
間

 
小

項
目

 
内

容
等

 
時

間
 

 
新
し
い
機
能
を
も
つ
福
祉
用
具
の
特
徴
、

利
用
方
法

 


 

基
本

的
動
作
と

日
常

の
生
活

場
面

、
高
齢

者
の

状
態

像
・
生

活
ス

タ
イ
ル

に
応

じ
た
福

祉
用

具
の

特
徴

 


 

各
福

祉
用
具
の

選
定

・
適
合

技
術

 
 

福
祉
用
具
の
選
定
・
適
合
の
視
点
、
実
施

方
法

 
 

福
祉
用
具
の
適
合
に
は
、
身
体
能
力
・
状

態
へ
の
適
合
と
生
活
環
境
と
の
適
合
が
あ

る
こ
と
を
理
解
す
る
。

 
 

生
活
環
境
と
の
適
合
に
は
、
住
環
境
と
住

ま
い
方
の
両
方
を
含
む
こ
と
を
理
解
し
た

選
定
・
適
合
の
視
点
、
実
施
方
法
を
習
得

す
る
。

 
 

福
祉
用
具
の
組
み
立
て
・
使
用
方
法
と
利

用
上
の
留
意
点
、
安
全
対
策

 
 

（
誤
っ
た
使
用
方
法
や
重
大
事
故
の
例
示

を
含
む
）

 


 

高
齢

者
の

状
態

像
に

応
じ

た
福

祉
用

具
の

利
用

方
法

 


 

基
本

的
動
作
と

日
常

の
生
活

場
面

、
高
齢

者
の

状
態

像
・
生

活
ス

タ
イ
ル

に
応

じ
た
福

祉
用

具
の

特
徴

 


 

各
福

祉
用
具
の

選
定

・
適
合

技
術

 
 

福
祉
用
具
の
選
定
・
適
合
の
視
点
、
実
施

方
法

 
 

福
祉
用
具
の
適
合
に
は
、
身
体
能
力
・
状

態
へ
の
適
合
と
生
活
環
境
と
の
適
合
が
あ

る
こ
と
を
理
解
す
る
。

 
 

生
活
環
境
と
の
適
合
に
は
、
住
環
境
と
住

ま
い
方
の
両
方
を
含
む
こ
と
を
理
解
し
た

選
定
・
適
合
の
視
点
、
実
施
方
法
を
習
得

す
る
。

 
 

福
祉
用
具
の
組
み
立
て
・
使
用
方
法
と
利

用
上
の
留
意
点
、
安
全
対
策

 
 

（
誤
っ
た
使
用
方
法
や
重
大
事
故
の
例
示

を
含
む
）

 
※
事
例
を
用
い
て
具
体
的
に
説
明
す
る

 


 

高
齢

者
の
状
態

像
に

応
じ
た

福
祉

用
具
の

利
用

方
法

 
最
近
の
福
祉
用

具
の
動
向
・
活
用


 

最
近
の
福
祉
用
具
の
動
向
、
特
徴
、
利
用
方

法
 

 
 

30
分

 

５
  

業
務

プ
ロ

セ
ス

に
関

す
る
知
識
、

技
術

 

福
祉

用
具

貸
与

計
画

書
等

の
作

成
 


 

福
祉

用
具
に
よ

る
支

援
の
手

順
の

考
え
方

の
確

認
 

以
下

の
内
容
に
つ
い
て
、
自
身
の
担
当
事
例
に
沿

っ
て

要
点
を
確
認
す
る
。

 
 

居
宅
サ
ー
ビ
ス
計
画
と
福
祉
用
具
貸
与
計

画
等
の
関
係
性

 
 

ア
セ
ス
メ
ン
ト
、
利
用
目
標
の
設
定
、
福

祉
用
具
の
選
定
、
福
祉
用
具
貸
与
計
画
等

の
作
成
、
適
合
・
使
用
方
法
の
説
明
、
モ

ニ
タ
リ
ン
グ
等

 
 

状
態
像
に
応
じ
た
福
祉
用
具
の
利
用
事
例

12
0
分

 
 

福
祉
用
具
貸
与

計
画
書
等
の
作

成
 


 

福
祉

用
具
に
よ

る
支

援
の
手

順
の

考
え
方

の
確

認
 

以
下
の
内
容
に
つ
い
て
、
自
身
の
担
当
事
例
に
沿

っ
て
要
点
を
確
認
す
る
。

 
 

居
宅
サ
ー
ビ
ス
計
画
と
福
祉
用
具
貸
与
計

画
等
の
関
係
性

 
 

ア
セ
ス
メ
ン
ト
、
利
用
目
標
の
設
定
、
福

祉
用
具
の
選
定
、
福
祉
用
具
貸
与
計
画
等

の
作
成
、
適
合
・
使
用
方
法
の
説
明
、
モ

ニ
タ
リ
ン
グ
等

 
 

状
態
像
に
応
じ
た
福
祉
用
具
の
利
用
事
例

15
0
分

 

介
護

ロ
ボ

ッ
ト

等
の

紹
介

も
含

め
て

別
建

て
と

す
る

。
 

時
間

を
延

長
す

る
。
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モ
デ

ル
研
修
前

 
見

直
し

案
 

大
項

目
 

小
項

目
 

内
容

等
 

時
間

 
小

項
目

 
内

容
等

 
時

間
 

（
福
祉
用
具
の
組
合
せ
や
利
用
上
の
留
意

点
、
見
直
し
の
頻
度
、
医
療
・
介
護
・
地

域
資
源
と
の
連
携
方
法
等
）

 


 
福

祉
用

具
貸
与

計
画

等
の
意

義
と

目
的

 
 

記
録
の
意
義
・
目
的
（
サ
ー
ビ
ス
内
容
の

明
確
化
、
情
報
共
有
、
エ
ビ
デ
ン
ス
、
リ

ス
ク
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
）
の
確
認

 


 
福

祉
用

具
貸
与

計
画

等
の
作

成
の

ポ
イ
ン

ト
の

確
認

 
 

自
身
の
担
当
事
例
ま
た
は
与
え
ら
れ
た
事

例
の
福
祉
用
具
貸
与
計
画
等
に
つ
い
て
、

利
用
者
の
基
本
情
報
、
福
祉
用
具
が
必
要

な
理
由
、
福
祉
用
具
の
利
用
目
標
、
具
体

的
な
福
祉
用
具
の
機
種
と
当
該
機
種
を
選

定
し
た
理
由
、
そ
の
他
関
係
者
間
で
共
有

す
べ
き
情
報
が
適
切
に
記
載
さ
れ
て
い
る

か
、
ど
の
よ
う
に
改
善
す
る
こ
と
が
で
き

る
か
を
評
価
し
、
グ
ル
ー
プ
で
討
議
す
る

 


 
福

祉
用

具
貸
与

計
画

等
の
活

用
方

法
 

 
利
用
者
・
家
族
や
多
職
種
と
の
情
報
共
有

と
チ
ー
ム
ア
プ
ロ
ー
チ
の
重
要
性
の
確
認

 
 

具
体
的
な
活
用
、
共
有
方
法
と
そ
の
効
果

（
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
、
家
族
へ
の
説
明
、
ケ

ア
マ
ネ
ジ
ャ
ー
と
の
連
携
、
多
職
種
と
の

連
携
、
自
己
の
能
力
開
発
な
ど
）

 


 
モ

ニ
タ

リ
ン
グ

の
意

義
と
方

法
 

 
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
の
意
義
・
目
的
の
確
認

 
 

モ
ニ
タ
リ
ン
グ
時
の
目
標
達
成
度
の
評

価
・
再
計
画
変
更
の
ポ
イ
ン
ト
の
確
認

 
 

事
例
演
習
（
自
身
の
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
の
実

践
例
の
振
り
返
り
と
要
改
善
点
）

 
 【

演
習

の
進
め

方
例

】
 

 
グ
ル
ー
プ
内
の

1
名
の
事
例
（
サ
ー
ビ
ス
計

画
書

）
を

取
り

上
げ

、
サ

ー
ビ

ス
計

画
書

点
検

シ
ー

ト
を

用
い

て
グ

ル
ー

プ
内

で
点

検
し
、
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン

 

（
福
祉
用
具
の
組
合
せ
や
利
用
上
の
留
意

点
、
見
直
し
の
頻
度
、
医
療
・
介
護
・
地

域
資
源
と
の
連
携
方
法
等
）

 


 
福

祉
用

具
貸
与

計
画

等
の
意

義
と

目
的

 
 

記
録
の
意
義
・
目
的
（
サ
ー
ビ
ス
内
容
の

明
確
化
、
情
報
共
有
、
エ
ビ
デ
ン
ス
、
リ

ス
ク
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
）
の
確
認

 


 
福

祉
用

具
貸
与

計
画

等
の
作

成
の

ポ
イ
ン

ト
の

確
認

 
 

自
身
の
担
当
事
例
ま
た
は
与
え
ら
れ
た
事

例
の
福
祉
用
具
貸
与
計
画
等
に
つ
い
て
、

利
用
者
の
基
本
情
報
、
福
祉
用
具
が
必
要

な
理
由
、
福
祉
用
具
の
利
用
目
標
、
具
体

的
な
福
祉
用
具
の
機
種
と
当
該
機
種
を
選

定
し
た
理
由
、
そ
の
他
関
係
者
間
で
共
有

す
べ
き
情
報
が
適
切
に
記
載
さ
れ
て
い
る

か
、
ど
の
よ
う
に
改
善
す
る
こ
と
が
で
き

る
か
を
評
価
し
、
グ
ル
ー
プ
で
討
議
す
る

 


 
福

祉
用

具
貸
与

計
画

等
の
活

用
方

法
 

 
利
用
者
・
家
族
や
多
職
種
と
の
情
報
共
有

と
チ
ー
ム
ア
プ
ロ
ー
チ
の
重
要
性
の
確
認

 
 

具
体
的
な
活
用
、
共
有
方
法
と
そ
の
効
果

（
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
、
家
族
へ
の
説
明
、
ケ

ア
マ
ネ
ジ
ャ
ー
と
の
連
携
、
多
職
種
と
の

連
携
、
自
己
の
能
力
開
発
な
ど
）

 


 
モ

ニ
タ

リ
ン
グ

の
意

義
と
方

法
 

 
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
の
意
義
・
目
的
の
確
認

 
 

モ
ニ
タ
リ
ン
グ
時
の
目
標
達
成
度
の
評

価
・
再
計
画
変
更
の
ポ
イ
ン
ト
の
確
認

 
 

事
例
演
習
（
自
身
の
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
の
実

践
例
の
振
り
返
り
と
要
改
善
点
）

 
 

【
演

習
の
進
め

方
例

】
 

 
グ
ル
ー
プ
内
の

1
名
の
事
例
と
点
検
シ
ー
ト

を
事
前
に
配
布
し
、
事
前
の
記
入
を
依
頼

 
 

グ
ル
ー
プ
内
の

1
名
の
事
例
（
サ
ー
ビ
ス
計

人
権

や
IC

F
に

つ
い

て
は

、
1

日
目

の
講

義
で

説
明

す
る

た
め

、
5
.2

で
は

確
認

程
度

に
と

ど
め

る
。

 

1
日

目
終

了
時

に
、

5
.1

で
使

用
す

る
事

例
と

チ
ェ

ッ
ク

シ
ー

ト
を

配
布

し
、

宿
題

と
し

て
当

日
ま

で
に

記
入

し
て

き
て

も
ら

う
 

講
義

内
容

は
1

日
目

に
含

め
、

5
.1

の
単

元
内

で
は

復
習

程
度

に
と

す
る

。
 

演
習

の
時

間
を

長
め

に
取

る
。

 

演
習

の
フ

ィ
ー

ド
バ

ッ
ク

を
行

う
 

時
間

を
延

長
す

る
。
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モ
デ

ル
研
修
前

 
見

直
し

案
 

大
項

目
 

小
項

目
 

内
容

等
 

時
間

 
小

項
目

 
内

容
等

 
時

間
 

画
書

）
を

取
り

上
げ

、
サ

ー
ビ

ス
計

画
書

点
検

シ
ー

ト
を

用
い

て
グ

ル
ー

プ
内

で
点

検
し
、
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン

 
 

最
後

に
、

他
グ

ル
ー

プ
と

の
意

見
交

換
、

講
師

か
ら

の
講

評
、

質
疑

応
答

な
ど

、
フ

ィ
ー

ド
バ
ッ
ク
の
時
間
を
設
定

 
 

 
ケ

ア
チ

ー
ム

に
お

け
る

福
祉

用
具

専
門

相
談

員
の
役
割

 


 

「
人

権
と
尊
厳

の
保

持
」
の

理
念

の
確
認

 
 

プ
ラ
イ
バ
シ
ー
保
護
、
身
体
拘
束
禁
止
、
虐

待
禁
止
、
ノ
ー
マ
ラ
イ
ゼ
ー
シ
ョ
ン
、
エ
ン

パ
ワ
メ
ン
ト
、
ク
オ
リ
テ
ィ
オ
ブ
ラ
イ
フ

（
Q

O
L）

 
 

 


 
「

ケ
ア

マ
ネ
ジ

メ
ン

ト
の
考

え
方

」
の
確

認
 

ケ
ア

マ
ネ

ジ
メ

ン
ト

の
意

義
・

目
的

（
人

間
の

尊
厳

、
自

立
支

援
及

び
自

己
決

定
・

自
己

実
現
）

 
 

ケ
ア

マ
ネ

ジ
メ

ン
ト

の
手

順
（

ア
セ

ス
メ

ン
ト

、
居

宅
サ

ー
ビ

ス
計

画
作

成
、

サ
ー

ビ
ス

担
当

者
会

議
、

説
明

と
同

意
及

び
モ

ニ
タ

リ
ン
グ
）

 
 

居
宅

サ
ー

ビ
ス

計
画

と
福

祉
用

具
貸

与
計

画
等
と
の
関
係
性

 
 

介
護
予
防
の
目
的
と
視
点

  
 

国
際
生
活
機
能
分
類

IC
F
の
考
え
方

 
 

多
職

種
連

携
の

目
的

と
方

法
（

介
護

に
関

わ
る

専
門

職
の

種
類

と
専

門
性

及
び

サ
ー

ビ
ス

担
当
者
会
議
等
で
の
連
携
の
具
体
例
）

 


 

ケ
ア

チ
ー
ム
に

お
け

る
福
祉

用
具

専
門
相

談

員
の

役
割

 
 

福
祉
用
具
専
門
相
談
員
の
役
割
と
多
職
種

か
ら
の
期
待

 
 

事
例
演
習
①
ケ
ア
マ
ネ
ジ
ャ
ー
と
の
連
携

の
ポ
イ
ン
ト

 
 

事
例
演
習
②
サ
ー
ビ
ス
担
当
者
会
議
（
具

12
0
分

 
ケ

ア
チ

ー
ム

に
お

け
る

福
祉

用
具

専
門

相
談

員
の
役
割

 
  

 
「

ケ
ア

マ
ネ
ジ

メ
ン

ト
の
考

え
方

」
の
確

認
 

 
ケ

ア
マ

ネ
ジ

メ
ン

ト
の

意
義

・
目

的
（

人
間

の
尊

厳
、

自
立

支
援

及
び

自
己

決
定

・
自

己
実
現
）

 
 

ケ
ア

マ
ネ

ジ
メ

ン
ト

の
手

順
（

ア
セ

ス
メ

ン
ト

、
居

宅
サ

ー
ビ

ス
計

画
作

成
、

サ
ー

ビ
ス

担
当

者
会

議
、

説
明

と
同

意
及

び
モ

ニ
タ

リ
ン
グ
）

 
 

居
宅

サ
ー

ビ
ス

計
画

と
福

祉
用

具
貸

与
計

画
等
と
の
関
係
性

 
 

介
護
予
防
の
目
的
と
視
点

  
 

多
職

種
連

携
の

目
的

と
方

法
（

介
護

に
関

わ
る

専
門

職
の

種
類

と
専

門
性

及
び

サ
ー

ビ
ス

担
当
者
会
議
等
で
の
連
携
の
具
体
例
）

 

 
ケ

ア
チ

ー
ム
に

お
け

る
福
祉

用
具

専
門
相

談

員
の

役
割

 
 

福
祉
用
具
専
門
相
談
員
の
役
割
と
多
職
種
か

ら
の
期
待

 
 

地
域
ケ
ア
会
議
に
お
け
る
役
割

 
 

事
例
演
習
①
ケ
ア
マ
ネ
ジ
ャ
ー
と
の
連
携
の

ポ
イ
ン
ト

 
 

事
例
演
習
②
サ
ー
ビ
ス
担
当
者
会
議
（
具
体

例
を
も
と
に
ポ
イ
ン
ト
確
認
）

 
 

 
 【

演
習

の
進
め

方
例

】
 

 
ケ
ア
チ
ー
ム
内
で
の
福
祉
用
具
専
門
相
談
員

の
役
割
、
他
の
専
門
職
と
の
関
わ
り
方
や
連

携
の
工
夫
等
に
つ
い
て
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン

 

15
0
分

 

5
.1

と
の

重
複

を
避

け
る

た
め

、
演

習
で

点
検

シ
ー

ト
は

使
用

し
な

い
。

 

地
域

ケ
ア

会
議

で
発

言
で

き
る

こ
と

を
め

ざ
し

、
地

域
ケ

ア
会

議
に

つ
い

て
の

説
明

を
す

る
。
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モ
デ

ル
研
修
前

 
見

直
し

案
 

大
項

目
 

小
項

目
 

内
容

等
 

時
間

 
小

項
目

 
内

容
等

 
時

間
 

体
例
を
も
と
に
ポ
イ
ン
ト
確
認
）

 
 

【
演

習
の
進
め

方
例

】
 

 
点

検
シ

ー
ト

(ワ
ー

ク
シ

ー
ト

②
)を

用
い

て
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン

 
 

点
検
シ
ー
ト

(ワ
ー
ク
シ
ー
ト
②

)を
用
い
て
、

門
職

に
伝

え
る

た
め

の
工

夫
や

配
慮

に
つ

い
て

 
 

専
門
職
種
に
伝
え
る
た
め
の
工
夫
や
配
慮
に

つ
い
て
発
表

 

 
事
例
を
題
材
に
、
専
門
職
種
に
伝
え
る
際
の

留
意
点
や
伝
え
方
に
つ
い
て
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ

ョ
ン

 
 

専
門
職
種
に
伝
え
る
た
め
の
工
夫
や
配
慮
に

つ
い
て
発
表

 
 

サ
ー
ビ
ス
担
当
者
会
議
の
ロ
ー
ル
プ
レ
イ
ン

グ
 

 
最

後
に

、
他

グ
ル

ー
プ

と
の

意
見

交
換

、
講

師
か

ら
の

講
評

、
質

疑
応

答
な

ど
、

フ
ィ

ー
ド
バ
ッ
ク
の
時
間
を
設
定

 
 

 
業

務
プ

ロ
セ

ス
に

関
す

る
ス

キ
ル
の
向
上

 


 

福
祉

用
具
の
供

給
の

流
れ
の

確
認

 
 

福
祉
用
具
の
製
造
、
輸
入
、
販
売
及
び
貸

与
の
流
れ

 
 

介
護
保
険
法
に
お
け
る
福
祉
用
具
貸
与
事

業
の
内
容

 


 
福

祉
用

具
の
整

備
方

法
の
確

認
 

 
消
毒
及
び
保
守
点
検
等

 


 
利

用
者

及
び
家

族
へ

の
福
祉

用
具

貸
与
計

画
書

等
の

説
明
と

同
意

 
 

わ
か
り
や
す
く
説
明
し
専
門
的
な
言
葉
を

使
わ
な
い

 
 

利
用
者
及
び
家
族
が
前
向
き
に
捉
え
ら
れ

る
表
現

 
利
用
者
及
び
家
族
の
状
況
、
疾
患
、
環
境

等
に
配
慮
す
る

 


 
コ

ミ
ュ

ニ
ケ
ー

シ
ョ

ン
の
重

要
性

と
ポ
イ

ン
ト

 
 

高
齢
者
の
特
性
の
理
解
と
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
の
重
要
性

 
 

事
例
演
習
：
場
面
や
相
手
の
状
況
に
応
じ

た
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
ポ
イ
ン
ト

 


 
利

用
者

の
環
境

や
状

況
に
応

じ
た

利
用
指

導
と

適
合

調
整

 
 

利
用
指
導
と
適
合
調
整
の
要
点
の
確
認

（
実
践
の
振
り
返
り
）

 
 

事
例
学
習
：
特
殊
（
対
応
困
難
）
な
ケ
ー

21
0
分

 
      

 

業
務
プ
ロ
セ
ス

に
関
す
る
ス
キ

ル
の
向
上

 


 

福
祉

用
具
の
供

給
の

流
れ
の

確
認

 
 

福
祉
用
具
の
製
造
、
輸
入
、
販
売
及
び
貸

与
の
流
れ

 
 

介
護
保
険
法
に
お
け
る
福
祉
用
具
貸
与
事

業
の
内
容

 
※
地
域
や
事
業
所
に
よ
っ
て
異
な
る
部
分

が
あ
る
こ
と
に
留
意
し
、
普
遍
的
な
流
れ

を
説
明
す
る

 


 
福

祉
用

具
の
整

備
方

法
の
確

認
 

 
消
毒
及
び
保
守
点
検
等

 


 
利

用
者

及
び
家

族
へ

の
福
祉

用
具

貸
与
計

画
書

等
の

説
明
と

同
意

 
 

専
門
用
語
の
言
い
換
え
や
、
表
現
の
工
夫
、

利
用
者
及
び
家
族
の
状
況
、
疾
患
、
環
境

等
に
配
慮
な
ど
、
説
明
時
の
ポ
イ
ン
ト

 


 
コ

ミ
ュ

ニ
ケ
ー

シ
ョ

ン
の
重

要
性

と
ポ
イ

ン
ト

 
 

高
齢
者
の
特
性
の
理
解
と
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
の
重
要
性

 


 
利

用
者

の
環
境

や
状

況
に
応

じ
た

利
用
指

導
と

適
合

調
整

 
 

利
用
指
導
と
適
合
調
整
の
要
点
の
確
認

（
実
践
の
振
り
返
り
）

 
 【
演
習
の
進
め
方
例
】

 
 

グ
ル
ー
プ
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン

 

15
0
分

 

演
習

の
フ

ィ
ー

ド
バ

ッ
ク

を
行

う
 

時
間

を
短

縮
し

、
5
.1

、
5
.2

と
同

じ
講

義
時

間
と

す
る

。
 

ケ
ア

チ
ー

ム
に

お
け

る
コ

ミ
ュ

ニ
ケ

ー
シ

ョ
ン

を
意

識
し

た
演

習
と

し
て

、
ロ

ー
ル

プ
レ

イ
ン

グ
を

入
れ

る

ロ
ー

カ
ル

ル
ー

ル
や

、
事

業
者

ご
と

に
異

な
る

部
分

が
あ

る
こ

と
に

留
意

し
て

説
明

す
る

。
 

普
遍

的
な

内
容

を
中

心
に

す
る
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モ
デ

ル
研
修
前

 
見

直
し

案
 

大
項

目
 

小
項

目
 

内
容

等
 

時
間

 
小

項
目

 
内

容
等

 
時

間
 

ス
に
お
け
る
利
用
指
導
と
適
合
調
整
の
方

法
 

 【
演
習
の
進
め
方
例
】

 
1.

 
グ
ル
ー
プ
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン

 
利

用
者

及
び

家
族

と
の

コ
ミ

ュ
ニ

ケ
ー

シ
ョ
ン
に
つ
い
て

 
2.

 
ロ
ー
ル
プ
レ
イ
ン
グ

 
利
用
者
及
び
家
族
と
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ

ョ
ン

 

利
用

者
及

び
家

族
と

の
コ

ミ
ュ

ニ
ケ

ー
シ

ョ
ン
に
つ
い
て

 
 

ロ
ー
ル
プ
レ
イ
ン
グ

 
テ

ー
マ

と
役

割
を

決
め

、
利

用
者

及
び

家
族

と
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
取
る

 
例

：
場

面
や

相
手

の
状

況
に

応
じ

た
コ

ミ
ュ

ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
ポ
イ
ン
ト

 
例

：
特

殊
（

対
応

困
難

）
な

ケ
ー

ス
に

お
け

る
利
用
指
導
と
適
合
調
整
の
方
法

 
 

最
後

に
、

他
グ

ル
ー

プ
と

の
意

見
交

換
、

講
師

か
ら

の
講

評
、

質
疑

応
答

な
ど

、
フ

ィ
ー

ド
バ
ッ
ク
の
時
間
を
設
け
る
。
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モ
デ

ル
研
修
前

 
見

直
し

案
 

大
項

目
 

小
項

目
 

内
容

等
 

時
間

 
小

項
目

 
内

容
等

 
時

間
 

６
 

総
合
演
習

 
 


 

事
例

演
習

 
 

事
例
に
基
づ
く
ア
セ
ス
メ
ン
ト
、
利
用
目
標

の
設
定
、
選
定
、
福
祉
用
具
の
貸
与
及
び
福

祉
用
具
貸
与
計
画
等
の
作
成
の
演
習
（
グ
ル

ー
プ
ワ
ー
ク
）

 
 

利
用
者
・
家
族
や
サ
ー
ビ
ス
担
当
者
会
議
等

で
の
福
祉
用
具
貸
与
計
画
等
の
説
明
及
び
モ

ニ
タ
リ
ン
グ
に
関
す
る
ロ
ー
ル
プ
レ
イ
ン

グ
、
グ
ル
ー
プ
メ
ン
バ
ー
に
よ
る
相
互
評
価

 
※
事
例
は
、
脳
卒
中
に
よ
る
後
遺
症
、
廃
用

症
候
群
、
認
知
症
な
ど
の
高
齢
者
に
多
い
状

態
像
と
し
、
地
域
包
括
ケ
ア
に
お
け
る
福
祉

用
具
貸
与
サ
ー
ビ
ス
等
の
役
割
や
多
職
種
と

の
連
携
に
対
す
る
理
解
が
深
ま
る
も
の
が
望

ま
し
い

 
 【

演
習

の
進
め

方
例

】
 

1.
 

点
検
シ
ー
ト
を
用
い
て
の
事
例
の
評
価
（

6
事
例
）

 
2.

 
発
表
準
備

 
代
表

1
事
例
の
点
検
状
況
と
気
づ
き
の
発
表

 

5
時
間

 
 


 

事
例

演
習

 
 

事
例
に
基
づ
く
ア
セ
ス
メ
ン
ト
、
利
用
目
標

の
設
定
、
選
定
、
福
祉
用
具
の
貸
与
及
び
福

祉
用
具
貸
与
計
画
等
の
作
成
の
演
習
（
グ
ル

ー
プ
ワ
ー
ク
）

 
 

利
用
者
・
家
族
や
サ
ー
ビ
ス
担
当
者
会
議
等

で
の
福
祉
用
具
貸
与
計
画
等
の
説
明
及
び
モ

ニ
タ
リ
ン
グ
に
関
す
る
ロ
ー
ル
プ
レ
イ
ン

グ
、
グ
ル
ー
プ
メ
ン
バ
ー
に
よ
る
相
互
評
価

 
※
事
例
は
、
脳
卒
中
に
よ
る
後
遺
症
、
廃
用

症
候
群
、
認
知
症
な
ど
の
高
齢
者
に
多
い
状

態
像
と
し
、
地
域
包
括
ケ
ア
に
お
け
る
福
祉

用
具
貸
与
サ
ー
ビ
ス
等
の
役
割
や
多
職
種
と

の
連
携
に
対
す
る
理
解
が
深
ま
る
も
の
が
望

ま
し
い

 
 


 

総
括

 
 

演
習
の
発
表
内
容
に
関
し
、
講
師
か
ら
、
ま

た
は
受
講
者
同
士
に
よ
る
フ
ィ
ー
ド
バ
ッ
ク

を
行
う

 
 

【
演

習
の
進
め

方
例

】
 


 

点
検
シ
ー
ト
を
用
い
て
の
事
例
の
評
価
（

3~
6

事
例
）
、
代
表

1
事
例
の
点
検
状
況
の
お
よ
び

気
づ
き
の
発
表

 


 
利
用
者
・
家
族
や
サ
ー
ビ
ス
担
当
者
会
議
等

で
の
福
祉
用
具
貸
与
計
画
等
の
説
明
及
び
モ

ニ
タ
リ
ン
グ
に
関
す
る
ロ
ー
ル
プ
レ
イ
ン
グ

 

5
時
間

 

 

総
合

演
習

の
総

括
を

行
う

 



70 
 

５-２．ガイドライン案と指導要領案の見直し 

 
ガイドライン案の見直し （１）

モデル研修結果を踏まえて、カリキュラムの内容や研修の実施方法、研修運営のポイン

ト等を整理して、ガイドライン案の見直しを行った。具体的には、以下の点について、加

筆修正した。 
・ 研修プログラム例と日程について、カリキュラム修正案に合わせて修正を行った。 
・ 事例の提出と取扱い、活用方法について、モデル研修における実施方法を踏まえて

補足した。 
・ 修了評価の実施方法や基準につて、モデル研修における実施方法を基本的な方針と

して記載した。 
・ テキスト・教材の作成方法と品質管理の考え方について、モデル研修における実施

方法を基本的な方針として記載した。 
 
修正したガイドラインを参考資料７－４に示す。 

 
 

指導要領案の見直し （２）

５－１節に示したカリキュラム修正の検討結果をもとに、指導要領案の見直しを行った。

具体的には、各単元について以下の項目を修正した。 
・ 「時間」について、モデル研修における講師、受講者アンケート結果をもとに協議

し必要に応じて変更した。 
・ 「目的」について、特に関連性の深い単元については、それぞれの位置付けや相互

の関係を明確にして、記載内容の見直しを行った。 
・ 「到達目標」について、上記目的に照らして習得すべき内容について具体的な記述

とした。 
・ 「指導内容」について、カリキュラム内容を整理した結果に基づいて、記載内容を

具体化した。 
・ 「進め方」について、モデル研修における進行状況、アンケート結果、ならびにカ

リキュラムの内容の修正点を反映して、加筆修正した。 
・ 「確認ポイント」については、到達目標との対応を念頭におき、各単元の講義、演

習を終了する時点で確認することを想定して、より具体的な表現とした。 
 

修正した指導要領を７－５に示す。 
 

   




